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大崎市男女共同参画推進室 

 

おおさき男女共同参画推進ニュース  
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表題は一緒に歩む男女共同参画をイメージしています 

年
度
の
大
崎
塾
の
テ
ー
マ
は
「
歴
史
と
食
文
化
」 

               

 私達，長岡地区婦人会は，４０名の会員が地域の行事に積極的に参加しています。 

特に婦人会が主体となって行う敬老会は，敬老者の皆さんに喜んでいただけるように，会員が協

力し合い，工夫しながら企画しています。また，平成８年から継続をしている老人ホーム寿楽苑で

のボランティア活動では，地域の他の団体の方々と一緒になり，月一回，洗濯物を畳んだり，繕い

物をしたりなど，私達がお役に立てる事を行っています。 

 近頃は，介護予防に力を入れている長岡公民館の活動の中で，スクエアステップ運動やロコモ体

操などに参加し，自分達の健康づくりにも目を向けていると 

ころです。 

 家庭の中では妻として，母としての役割を持ち，地域社会 

の中においては「人づくり，地域づくり」の役割を担ってい 

ます。女性らしく，女性だからこそ発揮できる力を，これか 

らも会員の皆さんと共に活かしていこうと考えています。 

 

古川地域婦人団体連絡協議会 副会長 木村洋子    スクエアステップの様子 

 

大
崎
塾
と
は
，
講
座
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し
，
地

域
お
こ
し
の
た
め
の
「
気
づ
き
」
発
見
や
企
画
力
・
行
動
力
の
向

上
を
図
り
な
が
ら
，
女
性
の
活
力
を
地
域
づ
く
り
へ
つ
な
げ
る
リ

ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
事
業
で
す
。 

昨
年
は
，
悠
久
の
時
の
中
で
培
っ
て
き
た
豊
か
な
地
域
資
源
か

ら
，
大
崎
な
ら
で
は
の
豊
か
な
暮
ら
し
や
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
考
え
，
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
共
有
し
ま

し
た
。
今
年
度
も
地
域
で
活
躍
す
る
講
師
陣
と
大
人
女
子
の
交
流

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
，
市
内
の
歴
史
と
食
文
化
を
探
求
し

ま
す
。
千
葉
周
作
ゆ
か
り
地
の
斗
瑩
稲
荷
神
社
や
光
明
寺
，
吉
野

作
造
記
念
館
，
有
備
館
等
を
巡
り
，
昼
食
は
地
場
産
の
発
酵
食
を

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
，
そ
の
土
地
の
食
材
で
そ
の
土
地
の
料
理

法
を
学
ぶ
料
理
教
室
も
行
い
ま
す
。
知
ら
な
か
っ
た
大
崎
の
魅
力

を
，
地
域
お
こ
し
や
起
業
な
ど
に
つ
な
げ
ら
れ
る
講
座
で
す
。 

大
崎
塾
は
十
月
か
ら
十
一
月
ま
で
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま

す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
㈱
ゆ
い
ネ
ッ
ト
代
表
の
稲
葉
雅
子
さ

ん
を
お
迎
え
し
，
み
な
さ
ん
の
思
い
を
形
に
し
て
い
き
ま
す
。 

詳
し
い
案
内
は
広
報
お
お
さ
き
九
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

 

東北大学川渡農場見学 

 

 

 

 

 

グループワークの様子 

リレー 

コラム 
女 性 だ か ら こ そ 発 揮 で き る 力 を 
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被災地におけるＤＶ予防啓発講座 

女性への暴力や家庭内暴力が大きな問題となっている昨今，ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）

についての解決・回復にむけての理解を深めるため,７月１５日（金）に『ＤＶと離婚―離婚を考えた

とき』をテーマに，ＤＶ予防啓発講座が県大崎合同庁舎で開催されました。 

弁護士の佐藤由紀子氏を講師にお招きし，ＤＶ問題から離婚へと進む経緯などについて，実例を交

えながら講話をいただき，まずは，「自分の身の安全を確保すること」が大切だと理解する機会とな

りました。参加された方々からは，「知識だけでなく，事例をもとに問題点や解決法等が分かりやす

かった」，「様々な角度から考えることができた」，「ＤＶと離婚についての理解が深まった」など

貴重なご意見・ご感想が寄せられていました。 

 

次回のご案内：「ＤＶ被害からの回復とフェミニストカウンセリング」

 

 

１１月１８日（水）１０時～１２時 

           県大崎合同庁舎５０１・５０２会議室 

どなたでも参加できます。この機会にＤＶ・フェミニストカウンセリングについて学んでみませんか。 

まずは「自分の身の安全を確保すること」が大切だと理解する機会となりました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

    

    

 

 

おおさき男女共同参画推進ニュース『With』では，みなさんのご意見・感想・情報をお待ちしております。    

大崎市市民協働推進部まちづくり推進課  男女共同参画推進室 電話 23-5069 

地域で輝く女性たちを紹介します 

 

久 子 さ ん 田

髙  

原 喜

ぶ 

諏訪中区大崎市行政区長 

「女性が区長業務を務めるということは，地域の方々

を始め，家族の理解と協力があってのこと。“今できる

ことを今やる”をモットーに頑張っています」と笑顔で

語る田原さんは，古川まちづくり協議会の副会長や，古

川の街づくりをすすめる女性の会の代表を務めるパワフ

ルな女性。冷静な判断力と礼儀正しさ，そしていつもの

素敵な笑顔から作られる柔らかな雰囲気で，今日も地域

の安全を見守っていました。 

 区長の業務は，住民の要望や請願，陳情などの住民と行政との調整的役割，行政に係わる各種文

章等の配布，回覧，掲示等による住民への周知，道路・橋梁・側溝・排水路・その他の市民の安全

に関わる情報提供，災害時の被害状況の調査報告，各種委員の推薦など様々で，行政区の推薦に基

づき市長が委嘱しています。１６２行政区ある古川地域の区長の中で，紅一点で輝く女性は，田原

喜久子（たはらきくこ）さん。 

  行政各般にわたり円滑に運営を図り，諏訪中区４２１世帯

の福祉向上に寄与されています。 

 

まちづくり協議会の様子 


